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Abstract  
  Gotoba-no-in established the Wakadokoro and set about compiling the Shin-Kokin Wakashū in full scale. 
Kennin Gannen Hachigatsu Jūgoya Senka-awase was held at the Wakadokoro shortly after its establishment. 
  Thirteen works from the contest were later included in the Shin-Kokin Wakashū.  This paper interprets 
each poem in the contest carefully to understand the Shin-Kokin Wakashū and its era. 
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撰歌合
建仁元年八月十五夜
全注解稿
（三）
一
本稿は、 「撰歌合建仁元年八
月十五夜全注解稿（二） 」 （ 『大阪工業
大学紀要人文社会編』五八巻第二号二〇一三年二月）に続いて、「撰歌合建仁元年八月十五夜」全五十番のうち、十六番から卅番までの注解を試みる。
本稿の底本として 一類本の宮内庁書陵部蔵智仁親王筆本（五一〇
・五〇）を用い、以下に掲げる写本で校合した。底本は、実見の上、写真版を利用した。書名の下の記号は
所蔵者の整理番号である。→印の下
に本稿での略称 示す。校異は、
和歌についてはすべて掲げるが、複数
の写本が同じ本文である場 、 用字については先頭に掲げるものに従う。和歌以外の部分（歌題・作者名・難陳 判詞）の校異については、私意により主要な部分のみを記すことにす 目次・集付の校異は省略する。一類本
宮内庁書陵部智仁親王筆本（
底本）
五○一・五○
水府明徳会彰考館本（国文学研究資料館紙焼写真による）
巳一二
→彰一
肥前嶋原松平文庫本（同右）
→松
賀茂別雷神社三手泉亭文庫本（同右）
→三
二類本
水府明徳会彰考館本（同右
）
→彰二
巳一三
国立公文書館内閣文庫本（同右）二○一・二一〇
→内
情報科学部情報システム学科
奥野陽子
（二〇一四年九月三〇日受理）
宮城県図書館伊達文庫本（同右）伊九一一・八／八
→伊
神宮文庫本（神宮文庫紙焼写真・和泉書院影印叢刊による）
73
九五六―一
→神一
神宮文庫本（神宮文庫紙焼写真による）九三一―一→神二篠山市立青山歴史村本（国文学研究資料館紙焼写真による）
三五六
→青
中間本
宮内庁書陵部本（宮内庁書陵部紙
焼写真による）
→宮一
五〇一・五八
宮内庁書陵部本―鷹司本（同右）二六六
→宮二
宮内庁書陵部本（同右）一五一・三六一
→宮三
兵庫県立篠山鳳鳴高等学校青山 国文学研究資料館
紙焼写真による）九一一、二五一
―一
→鳳
島根大学附属図書館桑原文庫本（同右）
九一一、一四七・一 四
→桑
高岡市立中央図書館本（同右）九一一、一、八
→高
名古屋大学付属図書館神 皇學館文庫 （
九一一、一八―Ｓｅ
→名
本文の校訂は、底本が明らかに誤写・誤脱したと認められるものに限
り、その旨を校異の欄に示す。
本文は、読解の便宜上、次のよう
に処置した。
・用字は通行字体に改めた。・仮名遣いは底本のままとし、
歴
史的仮名遣いと異なる場合には、歴史
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的仮名遣いを（）に入れて傍記した。
・私意により清濁を区別し、句読点・ 「」等を付した。・仮名には、適宜漢字を宛てたが、底本の仮名表記を振り仮名として残
した。
・反復記号は底本のままとした。但し、品詞の変わる場合と、漢字を宛
てることで送り仮名となった場合は仮名に改め、記号は振り仮名として残した。
・難読漢字その他には、 （）内に読みを記し、漢文体の箇所には訓点
を施した。
・底本の改行とは無関係 、難陳と判詞の箇所で改行した。また、一行
空きにするなど、割付を多少変更
した箇所がある。
・和歌には、新編国歌大観番号を付した。
注釈は、 校異・他出・通釈・本歌・語釈の順に掲出した。 語釈欄には
用例を出来るだけ挙げて、その
語句の和歌史における用法を抑えたうえ
で、当該歌における詞続きや修辞などから生じる 味 ついても解説た。さらに必要に応じて補説の項目を付した。
引用は、 和歌・漢詩・歌合等は新編国歌大観、 歌学書は日本歌学大系、
伊勢物語等の物語類は新編小学館日本古典文学全集 拠る。但し、私意により表記を改めた場合がある。
また、次の略称を用いた。
・新大系……田中裕・赤瀬信吾校注『新古今和歌集』 （新日本古典文学
大系一九九二年一月岩波書店）
・全注釈……久保田淳『新古今和歌集全 釈』 （日本古典叢書二
評釈全注
〇一一年 〇月～二〇一二年三月角川学芸出版）
・訳注定家……久保田淳『訳注藤原定家全歌集』 （一九八五年三月・一
九八六年六月河出書房新社）
二
十六番左海辺秋月
右月下擣衣
左勝
俊成卿女
波の上は千里のほかに雲消て月影
かよふ秋の潮風
うへちさと
かげ
しほかぜ
31
右
讃岐
菅原や伏見の里も秋 夜は月におきゐて衣打つなりすがふしみ
う
32
又以左為勝。
テレ
ヲ
レ
ト
【校異】○伊、神一本は十六番ナシ○
ちさとのほかに
―ちさとのほか
も（彰二）ちさとのほかも（内）○番の作者を、彰二・内本は有
にイ
32
家とする○
ふしみの里も―ふしみのさとの（彰二・内・神二・青・宮
一・宮二・宮三・鳳・桑・名）○
又以左為勝
―底本に「―本無し雅康卿
筆にて入之」と書き入れあり他本はすべて「又以左為勝」 。【通釈】十六番左海辺の秋の月
右月の下に衣を擣つ
左勝
俊成卿女
海の波の上は、遠くはるか彼方に雲は消えて、月光の上を通ってく
31る秋の潮風であるよ。
右
讃岐
伏して見るという名を持つ菅原の伏見の里であっても、さすがに秋
32の夜は、美しく明るい月のために起きていて衣を打つ音がするよ。
左歌をもって勝とする。
【語釈】○
海辺秋月
初出の題。 「海辺月」 （千載集・和歌一字抄・顕輔
集・歌仙落書・治承三十六人歌合・源三位頼政集・師光集・山家集） 、「海辺夏月」 （風情集・山家集・鳥羽殿影供歌合） 、 「海辺明月」 （山家集） 、「海辺夕月」 （慈鎮和尚自歌合） 、 「海辺冬月」 （寂蓮集）がすでにみられる。○
月下擣衣
十三番参照。
○
千里のほか
はるか彼方の意。
ふす床をてらす月にやたぐへけん千里の外を分 る心は（拾遺愚草
四二初学百首）
我が心おくらざりせば秋の月ちさとの外に独ゆかまし（ 「俊成卿十首
歌中、月」林葉集四六二）
月をみて千里の外をおもふにも心ぞかよふ白川の関（ 「関」俊成五社
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百首伊勢大神宮百首和歌八九文治六年）
などが早い例である。この詞は、漢詩の「千里外」を歌語としたものであろう。
三五夜中新月色二千里外故人心 （白楽天和漢朗詠集秋二四二）
一、二句は水平線の彼方まで広がる海をイメージさせる。○雲消て
隈なき月影を登場させるための前提になる常套句。
よもすがら富士の高嶺に雲消えて清見が関にすめる月かな（ 「家に歌
、
、、、、、
合し侍りけるによめる」左京大夫顕輔詞花集雑上三〇三）
嵐吹く有明の空に雲消えて月すみのぼる高円の山（ 「月」長明三
、
、、、、、
三）
一、二句に続くこの句によって、見渡す限り遥かに広がる海の 水平線に続く大空もが暗示される。この句によって、 「月」という もなく暗い夜の海が、下句の月光満ちる海
に一転する。効果的な措辞。
○月影かよふ秋の潮風
「月影かよふ」が秀句で唯一例。上句から「月
影」と続くと、波の上一面に月光の美しく煌めく風景が浮かぶ。 「かよふ」の主体は「潮風」であるから「月影（を）通ふ」の意。月影の映じる金波銀波の上を風が通うことを、直接に月影を通うと感覚的に表現した。 「潮風 は通常、 「波 上」 恣に通うのだが、 「秋 」潮風は「月影」を通うのだなあ、というのである。○菅原や伏見の里
歌枕「伏見」は、山城国、大和国
の両方にあるが、
「菅原や伏見」と詠まれるのは 大和 方で、現在 奈良市菅原町にあたる。
いざここにわが世はへなむ菅原や伏見の里のあれま もをし（よみ人
しらず古今集雑下九八一）
「伏見」に「伏す」の意 響かせて詠まれること 多い。
恋しきをなぐさめかねて菅原や伏見にきてもねられざりけり（重之
、
、、、、、、
拾遺集恋五九三八）
わするなよよよの契を菅原や伏見の里の有明の空（皇太后宮大夫俊成
千載集恋三八三九）
番歌は、同様に「伏す」の意を掛けた「伏見 里」と、第四句「おき32
ゐて」との対照から発想されている。 「伏見の里も 「も」は 「伏すという名を持つ「伏見の里」であっても、の意であ 。
「擣衣」は、六朝の漢詩以来の題で、李白「子夜呉歌」がよく知られているように、夫の帰りを寂しく待つ妻の秋の夜の仕業として詠まれることが多い。右の古今集「いざここに」歌がそうであるように、 「伏見の里」は「荒る」ことと 縁で詠まれるので、古郷として「擣衣」との連想があり、 「伏見の里」 「擣衣」を詠む もある。
秋の夜をねざめてきけば菅原や伏見の里に衣うつなり（拾玉集二四
一文治三，四年か）
かりもこばまてとちぎりを菅原や伏見の床に衣うつなり（通具朝臣
千五百番歌合秋三一三七一
「伏見の里」の場所としての必然性はここにもある。○
秋の夜は月におきゐて衣打つなり
ここに「月下擣衣」題を詠み込ん
でいる。 「月に起きゐて」は月の明 さ、美しさ 寝ないで起きてすわって、の意。冬支度のために、砧
で衣を打つ、寂しい女性の夜なべ仕事
である。 「なり」は音が聞こえる意を表す伝聞推定の助動詞。 「秋の夜は」は、月の美しい秋の夜を取り上げ 他の季節の夜は伏見の里だから伏
、
しているとし も、ということを暗示する。 「月におきゐて の措辞からは、秋の夜 、男を思慕する女 心情はやや後退して、月 美しさが前面に感じられる。【補説】左勝の理由は判詞にないが、番歌が「伏見の 名をはじ
32
めとする歌枕としてのイメージにひとえに頼って発 され いるのに対して、左の番歌は、上下句 転換も鮮やかであり、 月影かよふ」
31
感覚的表現も珍しく、勝負は納得のゆくも であると思われ十七番題同
左勝
越前
紀の国や秋さへ霜をおきつ風吹あげの月の有明の空きくに
（ふき）
33
右
公景
かりに来ん人のためとや照る月に衣打つらん深草の里
こ
て
う
ふかさと
34
「吹上の月」 、なずらへならずおかしく聞ゆとて、又勝とす。
（を）
きこ
【校異】○
きのくにや
―紀のうみや（彰二・内・伊・神一・神二・青）
○秋さへ霜を
―秋さへ露を（伊・神一・神二・
青・鳳）○
吹あけの
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月の―吹上の月○
有明の空
―在明の雲（三）○
てる月に
―てる月の
（彰二・内・伊・神一・神二・青）○
吹上の月
―あり明の月（彰二・内
・神一・神二・青）○なすらへならす
―なそらへならす（彰二・内・
神一・神二・青・名）ならひならす（宮一・宮二・桑）ならひなく（鳳）○又勝とす
―又為勝（彰二・内・伊・神一・神二・青・宮一・
鳳・宮二・桑・宮三）又左為勝（名）【他出】新続古今集雑上一七五四（ 「建仁元年八月十五夜歌合
33
に、海辺秋月」嘉陽門院越前） ・題林愚抄四一六一【通釈】十七番題、同じ
（左「海辺の秋の月」 、右「月の下に衣を擣つ」 ）
左勝
越前
紀の国よ、 （月光が霜を置いているうえに）秋さえも霜を置く。沖
33からの風に。その沖つ風の吹いて吹き上げる吹上の浜の有明の月が
在
る―有明の夜明け前の時分の空よ。
右
公景
狩といってかりそめに来るであろう人のためにとて、照る月に衣を
34打っているのであろうか 深草の里よ。
（左の） 「吹上の月」が、 （どの歌も）これに匹敵することができないほど趣深く聞こえるということで、又（左を）勝とする。
【本説】むかし、男ありけり。深草に住みける女を やうやう飽き
34
がたにや思ひけむ、かかる歌をよみけり。
年をへてすみこし里をいでていなばいとど深草野とやなりなむ
女、返し、
野とならばうづらとなりて鳴きをらむかりにだにやは君は来ざらむ
（伊勢物語第百二十三段二〇六・二〇七）
【語釈】○題同
左「海辺秋月」 。十六番参照。右
「月下擣衣」 。十三番
参照。○紀の国や
紀伊国。現在の和歌山県全域と三重県南部の一部を指す。
ここでは、吹上浜に掛かる大地名であり、直後に小地名が来るのが普通である。
紀の国やしららの浜に降る雪の消ゆともゆきのとどめおかなん（ 「海
、
、、、、
辺雪」備後守為経為忠家後度百首四八五）
月ぞすむたれかはここにきの国や吹上の千鳥ひとり鳴くなり（ 「五十
、
、
首歌たてまつりし時」摂政太政大臣（良経新古今集冬六四七）
しかし、番歌では、小地名「吹上」は第四句にあり、離れている。そ
33
のために、初句切れの感が生じる。二類本では「紀の海や」の本文であるが、海に限定して霜が置くとするのは不適切なので、 「紀の国や」の本文でよいだろう。○
秋さへ霜をおきつ風
「さへ」は添加である。すでに霜が置いている
上に秋が霜を置く、というのである。すでに置いている霜 、月 光である。月を霜に見立てることは常套で、 「月の霜」 （後撰集二一四）という語もある。 「沖津風」に「置く」を言い掛けている。 「おきつ風」は沖から吹いてくる風。風 激しさを感じさせる。○
吹あげの月の有明の空
三句「おきつ風」は四句の地名「吹あげ」に
対して「吹き上げ」の意で掛かっ ゆくか 風が月を吹き上げ と詠む例は、後の歌であるが、
秋風に波より出でて澄む月を雲なき空に吹上の浜 （壬二集二五〇一）
などとある。 「吹上」は「吹上の浜」 、紀伊国歌枕。現在 和歌山市紀ノ川河口左岸の湊から雑賀にかけての海岸であ 。有明は、夜が明けかかっても月が空に残っている時分ないしその月自体をい 詞であるが、ここでは前者である。 「有明」には「在り」 掛けられている。○
かりに来ん人のためとや
『伊勢物語』百二十三段を本説とし、深草
の女の歌を本歌としている。本歌同様、 かり」に狩りー仮りを掛ける。三句以下のことは、狩り いって仮
そめに来る人のためにとのことなの
だろうか、 意。○
照る月に衣打つらん
照っている月光のもとで衣を打っているのは、
一、二句のような理由からであろうか、という である。 「らん」は原因推究の意。○
深草の里
深草は山城国歌枕で、現在の京都市伏見区深草。 『伊勢物
語』百二十三段の舞台。俊成 自讃歌
夕されば野辺の秋風身にしみて鶉鳴くなり深草の里（千載集秋上
‐94‐
5 ???　?????????　????（?）?   
二五九）
によって、 『伊勢物語』との結びつきが決定的となった。番歌では、 「月
34
下擣衣」の舞台をここに設定して、女が砧を打つ理由は『伊勢物語』の狩に来る男を待ってのことか、と
想像したものである。
【補説】 「吹あげの月」は「なずらへならずおかし」とされた。 「吹上」という歌枕と月との組み合わせは、
紀の国の吹上の浜に照
る月はさわぐまさごの数をみよとや（ 「人の歌
、
合せんとてこひければ」散木集五〇一）
が早い例であり、 「紀の国や」の項で挙げた「月ぞすむ」歌のように千鳥が登場する歌も詠じられていた。番歌は、掛詞を駆使 つつ、 「吹
34
上の浜」と う歌枕の重要な要素である「強風」 月にまで及ぼし、その月の美しさも月光を霜にたとえ ことで強調し、かつ季節の秋の実際の霜の荒涼も加えるという巧妙な
手法を駆使している点を、認められた
のであろう。十八番題同
左勝
宮内卿
新古
心ある雄島の海士の袂かな月やどれとは濡れぬものから
をじまあまたもと
ぬ
35
右
内大臣
君ゆへに怨むる槌の音はしていかなる里の月を見るら
（ゑ）うらつちをと
み
36
「月やどれとは濡れぬものから」 、又かぎりなくおかしとて、
ぬ
（を）
勝とす。
【校異】○高本、乱丁のため、番歌の下句は廿九番左歌上句に続く
35
○君ゆへに
―野辺行に（彰二・内・伊・神一）野へ行と（神二）野
へ行かと（青）○
うらむるつちの
―うつなるつちの（彰二・内・伊
・
神一・神二・青）○又かきりなく
―限りなく（名）
【他出】新古今集秋上三九九（ 「八月十五夜和歌所歌合に、海
35
辺秋月といふことを」 ・自讃歌八四・定家八代抄一六七三・続歌仙落書一〇九・ 三十六人撰二二四・歌枕名寄七二五五・題林愚抄四一五八
【通釈】十八番題、同じ
（左
「
海辺の秋の月」 、右「月の下に衣を擣つ」 ）
左勝
宮内卿
新古
情趣を解する雄島の海士の袂であるなあ。海士は袂に月が映って宿
35るようにと潮に濡れているわけではないのに。
右
内大臣（通親）
相手の訪れぬゆえに怨みに思う気持ちを伝える砧の槌の音はして、
36いったいどのような里で月を見ているのだろうか。
「月やどれとは濡れぬものから」が、又この上なく趣があると
ぬ
いうことで、勝とする。
【語釈】○
題同
左「海辺秋月」 。十六番参照。右「月下擣衣」 。十三番
参照。○
心ある
情趣を解する、の意。次の能因歌が参考になる。ここでは袂
を擬人化している。
心あらむ人にみせばや津の国の難波わたりの春のけしきを（ 「正月ば
かりに津の国にはべりけるころ、
人のもとにいひつかはしける」能
因法師後拾遺集春上四三）
○
雄島の海士の袂かな
雄島は陸奥国歌枕。松島湾の島の
一つで、
松島や雄島の磯にあさりせし海士の袖こそかくはぬれしか（源重之
後拾遺集恋四八二七）
以来、海士やその袖が濡れていることを詠まれることは多い。海士は賤しい身の上であるから、 「心なき海士」と 例もある。
心なきあまのしわざのもしほ草法
のひかりにかきもすてなん（隆祐集
二六八）
里わかぬ さけは月のならひにて なきあまの袖にすむらん（保季
卿相侍臣歌合建永元年七月三六）
番歌は、 「心なき」海士 着衣でありながら、その袂は「心ある」も35
のだと感嘆しているのである。 「袂」と「袖」はほぼ同義に用いられた（ 「似物」 （和歌初学抄） 、 「同じ事」 （古今集註） ） 。○
月やどれとは濡れぬものから
「月
宿
る」というのは、月が濡れた袂
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に映っている様子である。袂が濡れたのは海士の生活の営みのせいであって、月がそこに宿れと思って濡れているのではないのに、というのである。次のように、恋や郷愁の涙に濡れた袖に月が宿る、という発想の歌が多い。
あひにあひて物思ふころのわが袖にやどる月さへぬるるかほなる（伊
勢古今集恋五七五六）
かり衣袖の涙に宿る夜は月も旅ねのここちこそすれ（ 「百首歌めしけ
る時、旅歌とてよませ給うける」崇徳院千載集羈旅五〇九）
心なき者の袂であり、濡れた原因も涙ではない、その に月影が宿っている趣き深い情景を、袂の心ある仕業だとするという趣向である。○君ゆへに怨むる槌の音はして
砧を打つ槌の音が聞こえるのを、閨怨
の音と聞き、その怨む相手を「君」と表現していると見る。下句で、 「いかなる里の」と疑問を呈しているところからは、特定の人物を指す「君」という措辞は、不適切 感がある。二類本の「野辺行く 」の異文も、そのよう ところから出たものかと推量する。 「君」を通釈のように解したのはそのためであ 。○いかなる里の月を見るらん
どのような里人がこの月を見ているのだ
ろうか、の意。どこからか こえる砧の音の、衣を打っている里の女がこの月を見てい とし、それはどのような里であろうか、と思いやっいるのである。十九番海辺秋月
左持
釈阿
たとへてもいはんかたなし明石潟秋の最中の浪のうへの月
あかしがた
37
右
小侍従
おきつ風吹飯の浦に寄る波のよるともみえず秋の夜の月
ふけゐ
よなみ
38
又〳〵可為持。判者申之
。
シレレ
ト
スレ
ヲ
【校異】○右持
―左持と校訂左持（内・伊・神一・宮一・鳳・宮二・
桑・宮三・三・高）左勝（神二・青）○あかしかた
―何はかた（神
二・青）○秋の最中の
―秋のなかはの（彰二）秋のなかはの（内）
もなかイ
○
又
〳〵
可為持判者申之
―底本、この後に「本無之。雅康卿筆ニテ入
之」と書き入れありたま
〳〵
持たる之由判者申之（彰二・内）
たま
〳〵
為持之由判者申（伊・神一）たま
〳〵
為勝のよし判者と定
（神二）たま
〳〵
為勝のよし判者とて（青）適為持之由判者申之
（宮一・桑 適為持之由判令申之（鳳・宮二・宮三）たま
〳〵
可為
持判者申之（高）【他出】新勅撰集秋上二六九（ 「和歌所歌合に、海辺秋月とい
38
へる心をよみ侍りける」 ） ・題林愚抄四一六〇【通釈】十九番海辺の秋の月
左持
釈阿（俊成）
（その美しさを）何かにたとえて言おうにもたとえようもない。明
37石潟の秋の真ん中、八月十五夜の波の上に映る月は。
右
小侍従
沖から吹いてくる風が吹く吹飯の浦に寄せる波が岸に寄るが、寄る
38とも見えないし、その明るさは夜
とも思えない、秋の夜の月よ。
又これも、引き分けがよかろう、と判者が申します。
【本歌】水の面に照る月浪をかぞふれば今宵ぞ秋の最中なりける （ 「屏
37
風に、八月十五夜池ある家に人あそびしたる所」源順拾遺集秋一七一・和漢朗詠集秋二 一（ 「十五夜」 ） ・前十五番歌合 ・俊成三十六人歌合七七・時代不同歌合二〇一・三十人撰八六・三十六人撰一〇四 深窓秘抄四五・童蒙抄一四七・古来風体抄三五九・和漢兼作集七一九）【語釈】○
海辺秋月
十六番参照。
○
たとへてもいはんかたなし
何にもたとえようがない、の意。似るも
のもなく、言い表しようがない
と美しさを表現する。この句はすでに
たとへてもいはむかたなし月かげにうす雲かけてふれるしら雪（仁和
寺後入道法親王覚性千載集冬四五〇）
に用例があり、俊成はほかに二度までもこの表現を使用している。
たとへてもいふかたもなき玉津島千鳥なくなる有明の空（三百六十番
歌合冬五二六）
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たとへてもいはむかたなし山桜かすみにかをる春の曙（千五百番歌合
春二九四）
○明石潟
明石は播磨国歌枕。明石潟は現在の兵庫県明石市あたりの海
岸。 「月」とともに詠まれる例は多数見られ、明るいの意の「明かし」と掛けて用いられる例も多い。
月影の明石の浦にながめつつたひながせるは我にやあるらん（延喜
明かし―明石
御集一六）
秋の夜の月をみつつやいにし の人も明石の浦といひけん（木工頭
明かし―明石
播磨守兼房朝臣歌合四）
おぼつかな都 空やいかならむこよひ明石の月をみるにも（ 「播磨
明かし―明石
の明石といふところに潮湯浴にまかりて月のあかかりける夜、中宮
、
、、、、、、、、
の台盤所にたてまつりはべりける」中納言資綱後拾遺集羈旅五二三）
月影の明石の浦をこぎ行けば千鳥
しばなくあけぬこの夜は（ 「千鳥」
明かし―明石
匡房堀河百首九七八）
そのような例の堆積の上に、月の名所としての明石潟が確かになり、 「明石潟」との地名だけで、 「明かし」の意が響くことになる。番歌はそ
37
のような明石潟である。○秋の最中の浪 うへの月
月次を数えて仲秋の八月の十五夜今宵、明
石潟の浪の上に映る月、の意 本歌に拠る。 「秋の最中」はこの歌合の開催当夜である。本歌 「秋 最中の」 「水の面に照る月」を具体的に「明石潟」 も と場所を極めている。○おきつ風吹飯の浦に寄る波
沖から吹く風が吹く、と地名「吹飯」
に言い掛けている。 「吹飯 浦」は和泉国歌枕。本来は大阪府泉南郡岬町深日の入江であるが、平安時代になって地理的に近い吹上浜と混同さ
ふけ
れた例がある。万葉集から「時風 之浜 と「吹く」を掛ける類
ときつかぜふけゐのはま
型が始まっている。 「おきつ風吹飯」 例も少な はない。
沖つ風吹飯の浦に立つ波のなごりにさへや我は沈まむ（伊勢集三四
八）
奥つ風ふけ井のうらのけはしさに ごろとともに千鳥たつなり（ 「吹
飯の浦の千鳥を」散木奇歌集六一八）
月清み千鳥鳴くなり奥つ風吹飯の浦の明がたの空（長秋詠藻五四）
初句から三句「寄る波の」まで、 「寄る」に同音で掛かる序詞の形である。○
よるともみえず秋の夜の月
三句からは「波が寄る」と続くが、 「よ
るともみえず」の主語は結句「秋の夜の月」で、次の二重の意味を表現する。一つは、 「寄るともみえず
」で、 「秋の夜の月」が波の上に
映りな
がら、波は寄せるのに月は岸に寄
るとも見えない、の意。いま一つは、
「夜ともみえず」で あまりに秋の夜の月が明るいので、今が夜だとは思われない の意。一句に意味を重層させているが、ねらいは明快で巧みである。【補説】俊成の判は持であった。右 小侍従の歌は新勅撰集に後に入ことからも秀歌であると思われ
が、俊成は自分の歌を負にはしないで
持にしている。相手 小侍従 という要素もあると思われるし、俊成の歌も悪くはないが、判詞の「持 には自分 歌を負にはできないという事情がある と疑
われる。判詞の「又
〳〵
」もその意味からは違
和感がある。数番前からみても「持」という判定はなく、 「又
〳〵
」と
言われる必然性 見当た からであ 二類本 全体としてはよく意味がと ないが、 「又
〳〵
」の部分を「たまたま」とする。 「時折、
時たま」 いう意味になり、 まには持 よかろう、と自分の歌 」にできないこ を婉曲に言う口吻になろう 。このめ たい歌合当夜同じ「秋の最中の月」を詠み込んだことが、 負」にできない気持に影響したと想像しておきた 。廿番題同
左持
丹後
新古39
忘れじな難波の秋の夜半の空こと浦にすむ月はみるとも
なには
右
雅経
秋はこよひ浦は明石 浪 うへにかゝる月をばいつかながめん
あかし
40
「明石の浪」 「かかる」など、より所なきにはあらねど、 「こと浦
あかし
にすむ」 、めづらしくおかしとて 持と定申。
（
を）
メス
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【校異】○左持
―左勝（彰二・内・伊・神一・神二・青・名）○なには
の秋の
―難波のよはの （伊・神一・神二・青）○
夜半の空
―秋の月 （伊
・神一） 、秋の空（神二・青）○
こと浦にすむ
―ことさらにすむ（彰
二）○
月はみるとも―月はみなとも（神二・青）○高本、乱丁によ
り、番歌は六番右の作者名（権大納言）の後に丁を改めて続く○秋
40
はこよひ
―秋はとよ（青）○
浦はあかしの
―あかしの潟の（彰二） 、
あかしの浦の（内・伊・神一・神二・青）○いつかなかめん
―いつか
なかめし（彰 ・内・伊・神一・宮一・鳳 宮二・桑・宮三・名） 、いつか詠せし（神二・青）○かゝるなとより所なきにはあらねと―明石の波かゝる月なと り所なきにはあらねとも（彰二・内 伊 神一） 、あかしのなみかと疑月なところ所なきにはあらねとも（神二・青） 、石の浪かゝる月なとより所なきにはあらねと（ ） 、あかしの波かゝるなとより所なきにはわらねと
( 高）○
こと浦にすむめつらしくおかし
とて持と定申―ことうらにすむめつらしとて勝と定申（彰 内 伊神一・神二・青・名） 、こ 浦にすむめつらしとて持 定申 宮一 鳳・宮二・桑・宮三）【他出】新古今集秋上四〇〇（ 「八月十五夜和歌所歌合に、海
39
辺秋月といふことを」 ） ・時代不同歌合五〇・六華集七八二 題林愚抄四一五九（第五句「月はみずとも」 ） ・女房三十六人歌合三四 歌枕名寄三五三四
明日香井和歌集一〇七四（ 「撰定歌合同十五夜海辺秋月」第五
40
句「いつかながめし」 ） 雲葉集秋中五六九（ 「建仁三年八月十五夜月十首歌合侍りけるに、海辺秋月」第 句 いつ が 」 ） 夫木和歌抄五一九九（ 「月歌中」第五句「いつかながめ【通釈】廿番題、同じ（海辺の秋の月）
左持
丹後
新古39
決して忘れまいよ。この難波の浦の秋の夜中の空のけしきを。たと
え今後よその浦に澄む月を見ることがあろうとも。
右
雅経
秋といえば今宵八月十五夜、 浦といえば明石の浦の波 上にかかる、
40
そのような月をばいつか早く眺めたいものだ。
「明石の浪」 「かかる」などの詞は、言葉の縁がないわけではないが、 「こと浦にすむ」という詞が、新鮮で趣き深いということで、引き分けと判定申し上げます。
【語釈】○
題同
「海辺秋月」 。十六番参照。
○
忘れじな
忘れまいよ、の意。ここでは二、三句の眼前の風景への感
動を述べる。初句にこの句を用いた前例は次の歌である。
わすれじな君にちぎりし友千鳥みくまの川にすまんかぎりは（家隆
老若五十首歌合四一七）
○
難波の秋の夜半の空
難波の浦の秋の夜中の空の景色を
、の意。下句
から月が夜空に趣深く照らしていることがわかる。難波は摂津国歌枕現在の大阪市上町台地を中心とする地域であるが、番歌では下句に
39
「浦」とあるので、難波の浦―を指す。難波江、難波潟とも詠まれ、大阪湾、特に旧淀川河口付近の海の古称である。葦が繁茂していた。なぜこの歌で、難波が撰ばれている かは、十八番でも言及した
心あらむ人にみせばや津の国の難波わたりの春のけしきを（ 「正月ば
かりに津の国にはべりけるころ、
人のもとにいひつかはしける」能
因法師後拾遺集春上四三）
が意識されてのことと思われる。 「難波の浦」は能因に情趣深い された「春のけしき」だけでなく、 「秋の」夜半の空の月の風情も忘れがたいということであろう。 「難波の秋」という表現は番歌が初出で、そ
39
れは右の能因歌を本歌とした
心なき我が身なれども津の国の難波の春にたへずもあるかな（ 「百首
歌たてまつりける時、春歌とてよめる」藤原季通朝臣千載集春下一〇六久安百首）
津の国の難波の春は夢なれや蘆の枯れ葉に風わたるなり（西行法師
新古今集冬六二五・西行法師家集四〇八）
などにすでに使われている「難波 春」の対語として考えられた あろう（全注釈が西行歌の影響を指摘している） 。 「夜半の空」は
ひとしれぬねざめの涙ふりみちてさもしぐれつる夜半の空かな（一条
摂政御集一六九）
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が早い例である。○こと浦にすむ月はみるとも
「こと浦」は異浦で、よその浦である。
先例として、
しほたるる我が身のかたはつれなくて異浦にこそ煙たちけれ
（ 「返事せぬ人のこと人にはやるとききて」道命法師後拾遺集
恋一六二六）
がある。恋の歌で、自分には返事しないのに、他の人には返事をやると聞いて恨みごとを詠んだのである。 「異浦」は、ここでは自分以外の別の恋人を指す比喩である。番歌は難波の浦以外のよその浦 意味で使
39
っている。あまり例のない詞であり 判詞も「めづらしくおかし」とする。 「すむ」は「澄む」 「住む
」の掛詞になっている。例をあげておく。
とふひともくるればかへる山ざとにもろともにすむ秋の夜の月（ 「山
住
む―澄む
寺にはべりけるに人人まうできてかへりけるによめる」素意法師後拾遺集秋上二五九）
さざ浪やくにつみかみのうらさびてふるき都に月ひとりすむ（ 「月
住む―澄む
歌あまたよませ侍りける時、よみ侍りける」法性寺入道前太政大臣（忠通）千載集雑上九八一）
○
秋はこよひ浦は明石
秋の中でも今宵八月十五夜、浦の中でも明石の
浦、と、月の最も美しい時と場
所を提出している。番俊成歌と同様の
37
設定である。 「秋はこよひ」
の句は、これ以前には
ひととせをひとよにこめてたなばたのあきはこよひの月日ならぬか（ 「七月七日」元真集一〇）
のように、 七夕を詠むも はあったが、 名月に詠 ものは見当たらない雅経はのちにもこの句を詠んでいる。
よろづよはまだなかばにもあらなくに秋はこよひとすめる月かな （ 「見
月」明日香井和歌集一二九〇承久二年内裏御会）
○浪のうへにかゝる月
波の上の空にかかる月であり、波
の上に映じて
かかる月である。 「かかる」は波の縁語でもあ 判詞の「拠り所」は詞の縁があることを指摘している。○いつ ながめん
いつ眺めるであろうか、早く眺めたいものだの意。
「いつか」は早い実現を願う気持をこめた例。雅経にはこの句を後にも使っている。
夏はうしうしとおもひし山の端にいるまで月をいつかながめん（明日
香井和歌集一一一八建仁三年）
まちいでていつかながめん さかたのあまりふけぬるやまのはの月（ 「夜深待月」明日香井和歌集一二七一建保五年）
【補説】①二類本の本文では「左勝」となっている。判詞からはそのようでもありうると思われる。②番歌によって、宜秋門院丹後は「異浦の丹後」と呼ばれたと言わ
39
れている（ 『安齋随筆』巻八・因歌得名・ 『二上峯』 ）
レレ
廿一番題同
左勝
鴨長明
新古41
松島やしほくむ海人の秋の袖月は物思ふならひのみかはまつしま
あま
おも
右
讃岐
松島や雄 の海人も心あらば月にや今夜袖ぬらすらん
しまをじあま
（こよひ）
42
左歌、殊によろし。仍為勝。
テ
レ
ト
【校異】○
月は物おもふ
―月に物思ふ（神二・青）○
松しまや
―松嶋
の（宮一・桑・宮三）○をしまのあまも
―をしまの蜑の（彰二・内・
伊・神一・神二・青）○
殊によろし
―又宜（彰二・内・伊・神二・青
・宮一・鳳・宮二・桑・宮三・高）○
仍為勝―仍為勝〳〵（彰二・内
・伊・神一）【他出】新古今集秋上四〇 （ 「八月十五夜和歌所歌合に、海
41
辺秋月といふことを」 ） 続歌仙落書八四（ 「八月十五夜和歌所歌合に海辺秋月を」 ） ・新三十六人撰正元二年四三・歌枕名寄七二四〇【通釈】廿一番題、同じ（海辺の秋の月）
左勝
鴨長明
新古41
松島の藻塩を汲む海人の濡れた秋の袖よ。月は、物思う人のならい
である涙に濡れた袖に映じるとばかりは限らないことだよ。
右
讃岐
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松島の雄島の海人も、もし情趣を解する心があるなら、この美しい
42月のために今夜は涙して袖を濡らしていることであろう。
左歌が、特に優れている。従って左を勝とする。
【語釈】○題同
「海辺秋月」 。十六番参照。
○松島
陸奥国歌枕。多くの島が点在する宮城県松島湾一帯の景勝地。
次の番歌の雄島はその中の最大の島。
42
○しほくむ海人
「しほくむ」は、藻塩を焼いて製塩するために海水を
汲む海人 営みをいう。 。○秋の袖
家隆に先例がある。
月のかげ露のやどりとならしきて別にたへぬ秋の袖かな（ 「九月尽」
壬二集一〇七七建久八年）
雲きゆるそらをかぎりとすむ月のひかりもなるる秋の袖かな（千五
百番歌合一 三一）
○月は物思ふならひのみかは
次の伊勢の歌のように、月は物思う袖に
映るのがならいであるが、月が袖に映るのはそれにかぎらない、物思わない海人の潮で濡れた袖にも映るのだというのである 「かは」は反語。
あひにあひて物思ふころのわが袖にやどる月さへぬるるかほなる（古
今集恋五七五六）
○松島や雄島の海人
番歌参照。35
○心あらば
海人は賤しく心なき者であるが、もしかりに情趣を解する
心があれば、の意。番歌参照。
35
○月にや今夜袖ぬらすらん
心なき海人は仕事をして潮で袖を
濡らすの
だが、もし心があれば、今宵の月 美しさに感じて 涙で を濡らしているのではなかろうか、というのである。【補説】番歌については「物思わぬ海人 袖に月の映るあわれさを
嘆
41
賞したもの」という新大系の評が
要を得ている。
番歌は、心なき海人にもし心があれば、と仮定するが、月の情趣を42
強調するのであれば、西行の「心なき身にもあはれは知 れけり」 （新古今集秋上三六二）のように表現するのが効果的ではなかったか、と考える。俊成は右を貶して いない 、左 勝で当然であろう。
廿二番題同
左
藤原秀能
海人の焼く藻塩の煙我からに時しもわかずおぼろなる月あまやもしほけぶり
43
右勝
内大臣
あま人も月に心のあればこそ名高
き秋をまつが浦島
だか
うらしま
44
左の月のおぼろなるばかり、歌のさまをしらず。右勝とすべき
かち
よし、これを申。
ス
【校異】○
あまのやく―あまのかく（彰二・
内・伊・神一・神二・青）
○
我からに
―我なから （鳳・宮二）○
時しもわかす
―時しもあかす （宮
一・宮三○
おほろなるへき
―底本の異文や二類本により、校訂した
月
おぼろなる月（松・彰二・内・伊・神一・神二・青・宮一・鳳・宮二・桑・宮三 高・名）○
あま人も
―あまのかく人も（伊）○
月に心か
のイ
―底本の異文、二類本により校訂月に心の（彰二 内・伊・神一・神二・青・宮一・鳳・宮二・桑・宮三・高・名）○
左の月のおほろなる
はかり 左月 おほろなるはかりにて（彰二・内・神二・青）左の月のおぼろ成斗にて（伊・ ） 、右月のおほろなる斗にて（神一）左の月のおほろなる斗は（宮 鳳・宮二 桑・宮三）左月のおほろなかはかりにて（名）○
歌のさま―かたのやう（彰二）うたのやう（内
・神一・神二
･ 青）歌之様（伊）○
右かちとすへきよしこれを申
―右
可然之由申之（彰二・内・神一）右可然之由申 伊）右可然のよし申了（神二）右可然のよし申也（
青）右可勝由申也（宮一・鳳・宮二
・桑・宮三）右 こと 殊に可勝之由申之 高）右歌勝之由申之
イ
（名）【通釈】廿二番海辺の秋の
左
藤原秀能
海人が焼く藻塩の煙よ、自分自身が原因で、 （今は月の美しい秋な
43のに時節のわきまえもなく）いつでもおぼろ月であるよ。
右勝
内大臣（通親）
心なき海人も、月に対しては心があるからこそ、名月と名高い秋を
44待っている松が浦島であるよ。
左歌の月が、いつでもおぼろであるばかりなのは、歌というも
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のの有様を知らない。右を勝とするのがよい由を、申しあげる。
【本歌】音にきく松が浦島けふぞ見るむべも心あるあまはすみけり
44
（ 「西院の后、御ぐしおろさせ給ひておこなはせ給ひける時、かの院の中島の松をけづりてかきつけ侍りける」後撰集雑上一〇九三・素性集四六・五代集歌枕一五一八・定家八代抄一六七二・歌枕名寄七二六九・歌林良材六六二・雲玉集二七・源氏釈九四／一八二・奥入四六五）【語釈】○題同
「海辺秋月」 。十六番参照。
○海人の焼く藻塩の煙
製塩のために立つ煙は、月の美しさを妨げるも
のとして詠まれる。
宮こにてみしにおとらぬ月なれや藻塩の煙立ちまがふとも（ 「同じ国
、
のみはらのみなとといふ所にて、
月のあかきに」為仲集三〇）
藻塩やく浦わに秋は舟とめじ月もてやつす煙たつなり（ 「海辺月」公
、
、、、、、
重治承三十六人歌合三〇〇）
藻塩やく煙なたてそあま人よ明石の のくまともぞなる（ 「海辺の月
、
、、、 、、、
といふ心を」大納言実家卿玄玉集二〇一）
○我からに
自分自身の行為のせいで。海人の煙を立てるという行為が
原因で、の意。○時しもわ ずおぼろなる月
「時しもわかず」は時節の区別もなく、
いつでも、の意。番歌の場合、秋という月の美しい季節であることの
43
わきまえもなく、の意。
時わかずふれる雪かと見るまでにかきねもたわにさける卯花（ 「卯花
のかきねある家にて」よみ人しらず後撰集夏一五三）
これは、今は夏なのに時節のわきまえもなく降った雪か、と卯花を見立てている歌である。「おぼろなる月」 、 『正治二年初度百首』の後鳥羽院の例がある
。
むかしよりいひしはこれか夕霞かすめる空のおぼろ る月（春六）
朧月は、霞や雲でぼうっとはっきり ない月で、春の月に詠まれる。
てりもせずくも もはてぬ春の夜のおぼろ月よにしく物ぞな （ 「文
集、嘉陵春夜詩、不明不暗朧朧月といへることをよみ侍りける」大江千里新古今集春上五五）
○
月に心のあればこそ
海人も月に対してはその情趣を解するからこ
そ、の意。この詞続きは、 『正治二年初度百首』の俊成の
あきの夜は雲も心のあればこそ月のあたりはとほざかるらめ（秋一
一五一）
の影響があろうか。○
名高き秋をまつが浦島
「名高き秋」は、名月の夜を指す
。
名に高きふた夜のほかも秋はただいつもみがける月のいろかな（ 「秋
の月あかき夜」建礼門院右京大夫集六五）
「名に高きふた夜」は八月十五夜と九月十三夜である。 「秋を待つ」と地名「松が浦島」に言い掛けている 「松が浦島」は、陸奥歌枕。現在の宮城県の松島。本歌の「あま」は海人 尼を掛詞にしている。番歌
44
には本歌により、心ある海人が住む所として撰ばれている。また「名高き」も本歌の 音 きく」と縁の る詞である○
歌のさまをしらず
歌の姿、ありようを知らない、どのように詠めば
歌の姿になる か知らない、の意であろう。
歌のさまを知り、事の心を得たらむ人は……（古今集仮名序）
俊成は、永万二年の『中宮亮重家朝臣家 合』で「歌のさま」を判 に多用しているが、そこでは肯定的な使い方で、歌の全体的な姿の意で使っている。本 合でも廿九番判詞
猶歌のさまよろしとて、勝とすべきよし
という用例がある。【補説】 「歌のさまをしらず」というのは厳し 評語 ある。 海辺秋月という題なのに、秋月の美 さを詠むという、題 本意をはずしてしった基本的な過ちを咎めているのであろう。負 判定理由を述べて勝負をつけた例である。廿三番湖上
月明
左勝
丹後
夜もすがら浦こぐ舟は跡もなし月ぞ残れる志賀の唐崎
のこしがからさき
45
右
内大臣
夜もすがら比良の山風海ふけば月もてよする志賀のさゞ浪
ひら
うみ
しが
46
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「海ふけば」など、古体なるさまに侍れども、めづらしき所なけ
こたひ
れば、猶以左為勝。
テレ
ヲ
レ
ト
【校異】○跡もなし
―□もなし（神一）○月そのこれる
―月にのこれ
る（神一）○
ひらの山風
―ひら山風の（宮一・鳳・宮二・桑・宮三・
高）○しかのさゝ浪―うらのさゝなみ（彰二・内・伊・神一・神二・青）浦のさゝ浪（名）
こたひなるさまに
―古体なるやうに（彰二
志賀イ
・内・伊・神一・神二・青） 、こたい るさまには（宮一 鳳・宮二・桑・宮三・高
侍れとも
―はんへれとも（神二・青） 、侍れと（宮
一・鳳 桑 宮三・名） 、付れと（宮二）○
猶以左為勝
―猶以以左為
勝（高）【他出】新古今集雑上一五〇七（ 「和歌所歌合に、湖上月明と
45
いふ事を」 ） 定家十体見様一七 定家八代抄一六七六（ 「湖上月といふ心を」 続歌仙落書一 八（ 「和歌所の歌合に湖上明月といふことを」 ） ・歌枕名寄九六六・題林愚抄四一三〇【通釈】廿三番湖上、月明らかなり（湖の上に月が明るく照らす）
左勝
丹後
一晩中、浦を漕いでいた舟は、その航跡もない。月だけが残って明
45るく照らしている志賀の唐崎であるよ。
右
内大臣（通親）
夜通し比良の山風が海の上を吹くので、志賀のさざ波が月を持って
46（岸辺に）寄せることよ。
「海ふけば」などあるのは、古風な歌の姿ですが、目新しい所がないので、やはり左をもって勝とする。
【本歌】世の中をなににたとへむあさぼらけこぎゆく舟のあとのし
45
ら浪（ 「題しらず」沙弥満誓拾遺集哀傷一三二七・萬葉集巻三
三五四（三句以下「旦開榜去師船之跡無如」 ） ・古今六帖一八
あさびらきこぎいにしふねのあとなきがごと
二一・新撰髄脳四・金玉集四九・和漢朗詠集七九六・奥義抄七九・古来風体抄四四・定家八代抄六三四など）
楽波之平山風之海吹者釣為海人之袂変所見（ 「槐本歌一ささなみのひらやまかぜのうみふけばつりするあまのそでかへるみゆ
46首」万葉集巻九一七一五・よみ人しらず新古今集雑下一七・奥義抄六一七・童蒙抄一八一・和歌初学抄一〇〇・袖中抄四七九・和歌色葉八〇・定家八代
抄
一六三八童蒙抄以下第二句
「ひらのやまかぜ」 ）
【語釈】○
湖上月明
本題では初出であるが、類似の「湖上月」 （三井
寺新羅社歌合など） 「湖辺月」 （林葉集など）は既出。○
夜もすがら
一晩中、夜どおし。
「
浦こぐ」に掛かる。
○
浦こぐ舟は跡もなし
本歌では、舟とその航跡が見えているが、番
45
歌では舟の姿はもちろん航跡もない、と変化させている。○
月ぞ残れる志賀の唐崎
月だけが残っている志賀の唐崎よ、の意。 「月
明」の題にかなうほどの明るい有明の月であろう。志賀の唐崎は、近江国歌枕。現在の滋賀県大津市唐崎の唐崎神社のあたり。琵琶湖西岸。月と唐崎を詠む例としては
月きよみ志賀
の唐崎こぐ船は氷に棹をさすかとぞみる（出観集四二
、九）
月かげは えぬこほりとみえながらさざ浪よする志賀の唐崎（ 「湖上、
、、月といへるこころをよめる」 藤原顕家朝臣千載集秋上二九四）
などがある。○
比良の山風海ふけば
比良は近江国歌枕。大津市から高島市に至る、
琵琶湖西岸に沿う連山で、この山から琵琶湖に吹きつける風 激しさは有名である。古く万葉集の本歌から まれている。比良 山風と湖上景物を詠む歌は、花に関して
桜さく比良の山風海ふけば花もてよする真野の浦波（ 「海の上に落つ
る花」有房集三六）
桜さく比良の山風吹くままに花になりゆく志賀の浦浪（ 「花の歌とて
よみ侍りける」左近中将良経千載集春下八九）
花さそふ比良の山風吹きにけりこぎ行く船のあと見ゆるまで 五十
首歌たてまつ し中に、湖上花を」宮内卿新古今集春下一二八仙洞句題五十首）
などすでにある。月に関しても次のよう 例
さざ浪や比良の高根に月すめばしがつ 浦に雪ぞ降りしく（ 「湖上月」
、
、、、
林葉集五〇四）
雲晴るる比良山風に余呉の海の沖かけてすむ夜半の月かな（ 「水 」
、
、、、
風情集（公重）二九九）
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○月もてよする志賀のさゞ浪
月を映した湖面のさざ波が、月を岸に運
んで来るように見える様子をいう。この表現は、右にあげた有房歌との類似が歴然としてい 。【補説】①番歌の見所につ ては、新大系「本歌の「舟」 「あとの
45
白波」を打消して、残月のみの「あ ぼらけ」 景に転じた趣向の興」という評が要を得ている。また、この歌が、 『新古今集』雑部に入集することについて、全注釈が、 「純然たる叙景歌であって、本来秋歌の部に入れられてもよかった歌である。 『定家十体』で見様の例歌とされているのは当然であると思われる」と指摘していることにも注意される。②結果的番歌が新古今入集を果
たしたが、俊成の判詞は、番歌
45
46
の弱点に向けられたものである。 「古体なるさま」と評するのは、全注釈（一五〇七の鑑賞）の指摘の通り万葉の本歌を取るからであろ 「めづらしき所なければ」という は
、これも万葉の本歌を取った有房歌と
詞の上でも発想でも変わ ころがないからであろ 的確な指摘である。廿四番題同
左勝
女房
唐崎やにほの水うみの水の面に照
る月なみを秋風ぞ吹
からさき
おもて
（ふく）
47
右
讃岐
をちかたや雲もへだてぬ志賀の浦の波と空とにすめる月かげ
48
「にほの水うみの水の面」 、めづらしとて、左為勝。
おも
ヲ
レ
ト
【校異】○
にほの水うみ
―底本の異文、二類本により校訂にほの
のイ
水うみ（彰一・高）鳰の湖の（彰二・内・伊・神一・神二・青・宮一・鳳・宮二・桑・宮三・名）○波と空とに
――波と雲とに（神一）
○にほの水うみの水のおも
―鳰の湖の水におも（彰二）にほの水海の
おも（鳳・宮二）ナシ（高）○めつらしとて
―返々てる月波に立な
らふものなしとて（伊・神一・神二・青・名）てる月なみに云ならふ物なしとて 彰一）返々てつ月なみに云ならふ物なしとて（内）返々も又まなふものなしとて 宮 桑・宮三）返々又まなふも なしとて（鳳・宮二）波にたちならふへくもなしとて（高） 、
めつらしとて（三）○
左為勝
―以左為勝（彰二・内・伊・神
返々てる月なみにたちならふへくもなしとて一・神二・青・宮一・鳳・宮二・桑・宮三・高・名）左為勝（三）
以左為勝
【他出】からさきやにほの水うみの水のおもにてる月なみを秋風ぞ
47
吹く（ 「湖上月」後鳥羽院御集一五五四）【通釈】廿四番題、同じ（ 「海辺の秋の月」 ）
左勝
女房（後鳥羽院）
唐崎よ、鳰のみづうみの水のおもてに照る月の、秋の最中の名月が
47映る波を、秋風が吹いているよ。
右
讃岐
（志賀の浦を）みわたすはるかかなたよ、その、雲も（月はもちろ
48ん何物をも）隔てて隠しはしな 、 （空と湖の交わる水平線まで見通せる）志賀の浦の、波の上と空の下に澄みわたる月の光よ。
「にほの水うみの水の面」という表現が新鮮だとして、左を勝とする。
【本歌】「水のおもにてる月浪をかぞふればこよひぞ秋のもなか
47
りける」 （ 「屏風に、八月十五夜池ある家に人あそびしたる所」源順拾遺集一七一・和漢朗詠集秋二五一・順集二八九（ 「八月十五夜、人の家に蓮あり、木の葉浮かぶ、 影おちたり、男女こころごころ あそぶ、簾の外に居て、物語りするもあり」第一句 池の面に」 ） 前十五番歌合二六・俊成三十六人歌合七七・時代不同歌合二〇一・三十人撰八六・三十六人撰一〇四・深窓秘抄四 ・童蒙抄一四七・古来風体抄三五九 和漢兼作集七一九【語釈】○
題同
「海辺秋月」 。十六番参照。
○
唐崎
番歌参照。初句で切れる。二句以下は唐崎の風景。45
○
にほの水うみの水の面
判詞の引用に「にほの水うみの水の面」とあ
、
り、後鳥羽院御集にもその形で入るので、 「の」 ある異文ないし他本の形が適切である。 「鳰の湖」は琵琶湖。 「にほのうみ」の例が多い。
しなてるやにほの湖に漕ぐ舟のまほならねどもあひ見しものを（薫
源氏物語早蕨巻六九八）
が早い例で、新古今時代になって、
雲の波煙の波や散 花の霞にしづむにほ みづうみ（ 「湖上花」秋
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篠月清集九六五仙洞句題五十首）
志賀の海人の袖ふきかへす山おろしにまだき秋たつにほのみづうみ
（秋篠月清集六三二西洞隠士百首）
跡ふかき我がたつ杣に杉ふりてながめすずしきにほの湖（拾遺愚草
一六三一韻歌）
さざ浪やにほの湖 明がた 霧がくれ行く奥のつり舟（ 「建仁元年三
月尽歌合、湖上 霧」拾遺愚草二九八）
などの用例がある。これらと番歌との違いは、 「にほの水うみの水の
、、
47
面」という繰り返しの音律であろう。この詞続きを俊成は「めづらし」と言っていると思われ なお、後鳥羽院は、本歌合以後 成立と言われている『内宮御百首』 『外宮御
百首』でも、 「にほのみづうみ」を用い
ている。俊成に褒められたから
であろうか。
しほたれぬにほの水うみのあまの袖ほしえぬものをさみだれの比（後
鳥羽院御集二二九内宮御百首）
唐崎や春のさざ波な さえて霞になりぬに の水うみ（後鳥羽院御集
三〇六外宮御百首）
○照る月なみを秋風ぞ吹
「水の面に照る月なみ」は本歌の詞。
「月なみ」は本歌では「月の映 波」と年月 「月」を掛けている。この本歌から、番歌も、秋の最中（八月十五夜）の月が映ってい
47
ることを暗示する。水の面に照
秋の最中の月が映じる波の上を秋風が
吹く、の意。○をちかたや
「をちかた」は遥か遠くの方の意。おおかた初句に用い
られ、新古今時代に愛用されている。はるか遠くに視線を導いて、軽く切れる。
をちかたや山うちへだてうとましく家居すべしやおのが とさと（ 「恋」恵慶法師集二七九）をちかたや雲井の の時鳥あまつよそにもなきわたるかな（三郎君
永縁奈良房歌合一七）
をちかたやあさづま山にてる月のひかりをよするしがのうらなみ 源
三位頼政右大臣家歌合治承三年二二）
をちかたやまだ見ぬみねはかすみにて猶花思ふ志賀の山ごえ（秋篠月
清集三一一六百番歌合）
○
雲もへだてぬ
雲が隠して見えなくするのは「月」である。
五月雨はをぐらき月と思ひしを今宵の空は雲もへだてず（ 「……夏の
、
夜……といふ題を」輔親集八二）
こぐふねのほかゆくなみも月さえてくもはへだてずや のしほ風 （ 「舟
、
中月」明日香井和歌集九四四仁和寺宮五十首）
○
志賀の浦
志賀は近江国歌枕。現大津市の琵琶湖西南岸。志賀の浦は
そのあたりの浦。 「志賀の浦浪」 「志賀の浦風」などとも詠まれ、新古今時代に多数詠まれた歌枕である。本歌合においても、他に、番
49
50
54
歌でも詠まれている○
波と空とにすめる月かな
空に輝く月が、波にも映じて、ともにさや
かに照らしているさまを表現する。 「波と空とに」は定家にすでに類似の表現がある。
わたの原波と空とはひとつにて入日をうくる山のはもなし（拾遺愚草
一七七八御室五十首）
「雲と波と」 （千載集五三〇・林葉集一〇〇八など） 、 「波と雲と」 （式子内親王集二二〇） 、 「空と海と」 （御室五十首二九八） 、 「海と雲と」（拾玉集三〇四二）など 新古今 流行した表現のようである。【
補説
】
底本と比較して、二類本の判詞の左歌への賞賛が甚だしくなっ
ている。院の歌であることと関連す のだろうか。廿五番題同
左
釈阿
にほてるや月にこほりは志賀の浦に猶さゞ波の数はみえけり
のイ
しが
かず
49
右勝
前権僧正
志賀の浦にわきてや月のやどるらんくもらぬ神の跡をたづねてしが
50
右歌、寄事於厳重之神威。依之、為勝。
ス二
ヲ
ニ一
リテレ
二
レ
ト
【校異】○
月にこほりは―月にこほりは（彰二・内・伊・神一・神二・
のイ
青・宮一・鳳・宮二・桑・宮三・高）月の氷は（名）○
しかの浦に
―しかの浦（宮一・宮三）○
わきてや月の―つきてや月の（彰二・伊
・神一）○
くもらぬ神の―くもらん神の（神一）○
寄事於厳重之神
威
―寄事猶厳重之神威（伊）○
依之為勝
―仍之為勝（彰二・内）跡
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也為勝（伊）【通釈】廿五番題、同じ（ 「湖上、月明らかなり」 ）
左
釈阿（俊成）
鳰の海が光を放っているよ。月のために氷はしている志賀の浦に、
49それでもやはりさざ波は立っていてその数は見えることだなあ。
右勝
前権僧正（慈円）
志賀の浦にとりわけ、月が宿るのであろうか。曇りなく明らかな神
50の垂迹の跡を尋ねて。
右の歌は、事柄を霊験あらたかな
神威に寄せている。このため
に、右を勝とする。
【語釈】○題同
「湖上月明」 。廿三番参照。
○にほてるや
初句で一旦切れ、二句以下に続く。 「にほてるや」は『喜
撰式』に「若詠湖時、にほてるやと云」とあり、矢橋などの琵琶湖（鳰の海）周辺の地名にかかる枕詞的用法があるが（永久百首六六四） 、
番歌では「にほてる」は主述関係を含み、文の力価を持つ用法である。49
「鳰の海が匂い照る」というような意味である。番歌でもそうである
49
が、 「にほてる」は月の光とともに詠まれ こ が多い。しかし、日中と考える方がよい場合もあり、 また螢の光とともに詠まれる場合もある。光源に重心があるのではなく、鳰
の海が何らかの光を反射して匂うよう
に光を発している状態をいうのである。 「にほてる」の和歌における意味と用法については、拙稿「にほてるや―西行生涯の結句について―」（ 『ことばとことの 』第一集一九八四年一〇月和泉書院）に詳しい。先の『新宮撰歌合』には、公継の例が
にほてるや浪路はるかに霧こめてやどりかねたる有明の月（ 「湖上暁
霧」二七）
○月にこほりは志賀の浦に
「志賀の浦」に、 「月に氷りはし（て） 」と
言い掛けていると考える。通常は「こほりす」の形で使われ 志賀の浦」に「し（て） 」を言い掛けて る例を挙げ おく。
にほの海やひとりぞいづ 秋の夜の月を友とは志賀の舟人（ 「水路秋
し―志賀
月」後鳥羽院御集一六一一）
月光は氷に譬えられる。
春日山みねよりいづる月影は佐保の河瀬の氷なりけり（ 「月」経信集
、
、、、、
一三〇）
月のために氷っていると見えるのである。○
猶さゞ波の数はみえけり
氷っているように見えるが、それでもやは
りさざ波は立っていて、その数は見えるよ、というのである。月の氷であるから、波は立つのである。○
志賀の浦にわきてや月のやどるらん
志賀の浦にとりわけ、月が宿る
のだろうか、の意。志賀の浦に月が照る様子をみて、これは「わきて」のことか、と推量している。月がこんなに美しく志賀の浦に宿る は、格別の理由が のであろうと思ってい○
くもらぬ神の跡をたづねて
「くもらぬ」は、清らかに照らしたまう
神のご威光を表現していると思われ 「くもらぬ（くもりなき）神」の例には、次 ようなものがある
。
くもりなきあまてる神のみづがき 君がちとせ かげうつるなり（三
宮千五百番歌合二二二三）
月も日もくもらぬ神につかへてぞきよ 心のそこは見ゆらむ（成茂宿
禰日吉社撰歌合九六寛喜四年）
契りおきてく らぬ神のみかげ山むかしのあとぞ今もかしこき（ 「神」
為家集一六一九）
くもりなき神は空にぞ知る めばあふぎてはるる時をこそま （ 「あ
らざる外のことによりてなき名たちける時、北野社に祈請してよみ侍りける」人家和歌集（行家）一五四）
「くもらぬ」は「あきらけき」とも通ずる。
あきらけき日よしの御神君がため山のかひあるよろづよやへん（ 「後
三条院御時はじめて日吉の社 行幸侍けるに、東遊にうたふべき歌おほせごとにてよみはべりけるに大弐実政後拾遺集雑六一一六九）
君がよもわがよもつきずあきらけき の誓ひにま ざ めや（ 「宇
都宮大明神御本地馬頭観音、等身泥仏につくりまゐらせて 彼神宮寺に安置したてまつりて、正嘉三年正月廿九 供養し侍りしついでに、御宝前に参りてよみ侍る」前長門守時朝入京田舎打聞集二八〇）
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「跡をたづねて」の主体は志賀の
浦を照らす「月」である。 「跡」は、 「く
もらぬ神」が迹を垂れた、その「跡」である。 「迹を垂る」は、 「
垂迹」
の訓読で、神仏習合の思想であり、本地である仏、菩薩が衆生を救うため、かりに神となって此の世に現わ
れることである。日吉明神は、次の
ように、 「志賀の浦」に「跡垂れましし」と慈円自身が詠んでいる。
……かひもなぎさの志賀の浦跡垂れましし日吉のや神の恵み
をたのめども……（拾玉集五一〇〇・拾遺愚草二七三八）
ちなみに、山王七社の本地仏は、大宮（大比叡） 釈迦如来、二宮（小比叡）は薬師如来、聖真子は阿弥陀如来、八王子は千手観世音菩薩、客人は十一面観世音菩薩 十禅師は地蔵菩薩、三宮は普賢菩薩 されている。後の歌であるが、
日吉山七ます神の跡たれてく らぬかげは世をてらすらん（ 「ひよし山、近江弘安日吉一品経歌」大宰権帥経任卿夫木和歌抄雑二八九三六）
は山王七社の垂迹を詠ん い 。次の歌は、番歌同様に、垂 神と
50
琵琶湖の月を詠む。
跡たれし日吉の神のかげそへて月さへすめる志賀の唐崎（李花和歌集
、
、
、、、、
（宗良親王）秋三一八）
【補説】和歌所の設置された二条殿には、日吉明神が勧請された新宮社があり、和歌所設置前の三月二九日に、二条殿釣殿で催された『新宮撰歌合』は、この新宮に奉納されたものであった。二月に再び天台座主となった慈円が 「湖上月明」題で、日吉明神を詠んだのは ま に「厳重の神威」を借りたものである。俊成は当然のこととして勝の判を下したものと言える。 『新宮撰 合』において 、慈円は「寄神祇祝」題で
君が代を万世とこそ数ふらめ七のやしろ つの聖は（六二）
と詠み、勝 評価を得ている。廿六番左古寺残月
右湖上月明
左勝
釈阿
又たぐひあらしの山のふもと寺杉の庵に有明の月
いほり
51
右
雅経
唐崎や秋の今宵をながむれば照る
月なみに浦風ぞ吹く
からさき
こよひ
て
ふ
52
右の「照る月なみ」 、さきの左歌にむげに劣りて聞こゆとて、
て
おとき
また、左をもて勝ちとす。
ひだり
か
【校異】○
杉のいほりに―杉の庵に（名）○
雅経
―越前（彰二・内・
のイ
伊・神一・神二・名）権僧正（宮一・鳳・宮二・桑・宮三）○
てる
月なみに―てる月なみも（伊・神一）○
右てる月なみさきの左歌にむ
けにおとりてきこゆとて―右てる月なみの歌左あらしの山に無下にをとるとて（彰二・内・神二・青）右のてる月なみの歌左の嵐山に無下にをとるとて（ ）右のてる月なみ前の左の歌には無下におとりて聞ゆとて（名）○
またひたりをもてかちとす―
為勝（彰二・内・伊
・神一・神二・青）以左為勝（宮一・鳳・宮二・桑・宮三・名）また左を為勝（高）【他出】又たぐひ嵐の山のふも でらすぎ いほりにありあけ 月
51
（ 「建仁元年八月十五夜歌合に古寺残月と へることを」皇太后宮大夫俊成玉葉集秋下七一八） ・夫木和歌抄一六四二八（ 「ふもと寺、山城建仁元年八月十五夜月十首歌合、古寺月」 ・雲葉集六〇二 「建仁三年八月十五夜月十首歌合に、古寺残月」 ） 題林愚抄四一八一 歌枕名寄六九五
からさきや秋のこよひをながむればてる月なみに浦風ぞ吹く（ 「建
52
仁元年八月十五夜撰歌合に、湖上月明といふ心を」参議雅経新続古今集秋上四四九） ・明日香井和歌集一〇七 （ 「湖上月明」 ） 題林愚抄四一三一【通釈】廿六番左、古寺の残月
右湖上、月明らかなり
左勝
釈阿（俊成）
（その情趣は）ほかに比べるものとて又とないだろう。嵐の山の麓
51の寺の、杉で葺いた庵に居て眺める有明の月よ。
右
雅経
唐崎よ、その秋の今宵、八月十五夜に広く見渡すと、照らす月が波
52に映じているその波の上を浦風が吹いているよ。
右歌の「照る月なみ」という詞は、先の（廿四番の）左歌にむ
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やみに劣って聞こえるということで、また、左歌を勝とする。
【本歌】水のおもにてる月浪をかぞふればこよひぞ秋のもなかなり
52
ける」 （ 「屏風に、八月十五夜池ある家に人あそびしたる所」源順拾遺集一七一・和漢朗詠集秋二五一・順集二八九（ 「八月十五夜、人の家に蓮あり、木の葉浮かぶ、月影おちたり、男女こころごころにあそぶ、簾の外に居て、物語りす もあり」第一句「池の面に」 ） ・前十五番歌合二六・俊成三十六人歌合七七・時代不同歌合二〇一・三十人撰八六・三十六人撰〇四・深窓秘抄四五 童蒙抄一四七・古来風体抄三五九 和漢兼作集七一九【語釈】○古寺残月
本題では初出。 「古寺月」題が、 『正治二年十一月
八日影供歌合』に見える。○湖上月明
廿三番参照。
○
又たぐひあらしの山
地名「嵐山」に、 「又たぐひあらじ」といい掛
、
、、
ける。ほかに比べるものは又とないだろう、非常に優れている、の意。主語は二句以下の有明の月の 情である。嵐山は、山城国歌枕。桂川上流の大堰川西岸にあり、標高三八〇㍍。風光明媚な景勝地で、紅葉の名所として有名である。
朝まだき
嵐の山の寒ければ紅葉の錦着ぬ人ぞなき（ 「嵐の山のもとを
まかりけるに、もみぢのいたくちり侍りければ」右衛門督公任拾遺集・秋・二一〇）
「嵐山」に「あらじ」を掛ける例はすでにあるが、 「たぐひあらじ」と掛けるのは先例がない。
秋もいまは嵐の山のやま高みいかでのこれるもみぢなるらん（ 「……
あらじ―嵐の山
行頼」公任集二〇七）
こころせよもみぢのふねのふなさしもあらしの山のわたりわたらば
あらじ―嵐の山
（ 「大井、 みぢ逍遥」経信集一四一）
○ふもと寺
前例としては、俊成自身の次の歌があるのみである。
ふもと寺としふる棟の苔の上に峰の桜の種おひにけり（ 「山寺桜」為
忠家後度百首一五五）
右の例では「峰」と対照されていて、山の「麓」にある寺の意であろう。「古」の意は、右の例では明示されている。
○
杉の庵に有明の月
「杉の庵」は、杉皮で屋根を葺いた庵。僧や隠者
が住む粗末な仮屋。 「杉の庵に在
り」と「有明の月」に言い掛けている。、、
、
「有り」と「有明」の掛詞の例は多い。 「有明の月」は陰暦十六夜以後の月で、夜が明けてもまだ空に残る月。題の 残月」にあたる。○
唐崎や
「唐崎」は番歌参照。 「や」で切れて、二句以下の風景の
45
場所を呈示する。○
秋の今宵
本歌の「今宵ぞ秋の最中」から、仲秋の名月たる今宵、八
月十五夜を指す。○
ながむれば
本歌の「かぞふれば」に対応させている。広く見渡すと、
の意。○
照る月 みに浦風ぞ吹く
「照る月なみ」は本歌の詞。月が映じて光
を照らす波の上に、浦風が吹いている、というのである。本歌を唐崎において具体化した。【補説】二類本などが番歌の作者 越前、大僧正などとするが、この
52
歌は明日香井和歌集にあるので、雅経が正しい
俊成は、雅経の歌を、廿四番左で勝とした後鳥羽院の歌と比較して無
下に劣るとして、負にし、結果
的に俊成自身の歌が勝となった。俊成は
院の「にほの水うみの水の面」 詞を「めづらし」と賞めており、本歌も同じくて、同想とも える雅経の歌は、分が悪いことは確かである。俊成は自身の歌についての評は下していない。院の歌と比較す こ によって、相対的 自身の歌を勝
にしたのは、老練な判の運びと言えよう
か。廿七番題同
左勝
藤原秀能
初瀬山暁かけて出づる月やがて木の間は有明の空はつせあかつき
い
まにイ
53
右
具親
月きよみ波のよそなる浮雲もゆくゑ跡なき志賀の浦風
うき
（へ）
しがうら
54
左歌、又宜。仍為勝。
シテ
レ
ト
【校異】○
いつるへき
―異文、他本により、校訂いつる月（松・彰
月イ本マヽ
二・内・伊・神一・神二・青・宮一・鳳・宮二・桑・宮三・高・名）
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いつるへき（三）○やかて木のまは
―やかて木のまに（彰二・内・高）
月イ本ニ
にイ
やかて木のまは（伊・神一・神二
・青・宮一・鳳・宮二・桑・宮三・
名）○
具親―家長（名）○
ゆくゑ跡なき
―行末あとなき（神一）ゆ
くはあとなき（宮一・鳳・宮二・桑・宮三）○
仍為勝
―仍可為勝（彰
二・伊・神一・神二・青・名）【通釈】廿七番題、同じ（左、古寺の残月右湖上、月明らかなり）
左勝
藤原秀能
初瀬山の、暁近くなって出た月よ。すぐに木の間は有明の空になっ
53たよ。
右
具親
月がさやかに照らしているので、
湖上の波は跡なきものだがそれと
54は無関係の空の浮雲も、 （どこに消えたのか）その行方は跡もない志賀の浦の、そこに吹く志賀の浦風よ。
左歌が、また結構である。したがって、 （左を）勝とする。
【語釈】○題同
左「古寺残月」 。廿六番参照。右「湖上月明」 。廿三番
参照。○初瀬山
初瀬は大和国歌枕。 現在の奈良県桜井市初瀬町の一帯をいう。
「こもりく（隠国）の」という枕詞がかかるように、初瀬は初瀬山、巻向山・三輪山や天神山・鳥見山などの山々に三方を囲まれた峡谷である。長谷寺があり、観音信仰が盛んであった。番歌は、 「初瀬山」で
53
長谷寺を暗示し、題の「古寺」とする。○
暁かけて出づる月
「暁」は未明、夜明け前のまだ暗い時分。 「かけ
て∧懸ける」は、 「ある場所、時期から他の場所、時期にまで及ぼす。また、ある時期の初めに至らせる」 （日本国語大辞典）の意があるが、ここでは「暁近くになって」の意であろう。
み山いでて夜はにやきつる郭公暁かけてこゑのきこゆる（ 「天暦御時
歌合に」平兼盛拾遺集夏一〇一）
ほととぎすあか月かけてなくこゑをまたぬねざめの人やきくらむ（藤
原伊家詞花集六〇）
おきつかぜ夜半にふくらし難波がたあか月かけて浪ぞよすなる（権中
納言定頼新古今集雑中一五九七）
有明の月で題の「残月」である。○
やがて木の間は有明の空
「やがて」は、すぐさま、ただちに、の意
「暁かけて」 「出づる」 「有明の月」は、月も下旬の夜明け前になってやっと出る月で、出てすぐに夜が明けるというのである。 「木の間」は、山であることから 必然性があるが、 「木の間 月」は、情趣深い景物であった。
君はまだしらざりけりな秋の夜の木の間の月ははつかにぞみる（ 「男
はつかに―二十日に
の文通はしけるにこの二十日のほどにとたのめ侍けるを、まちどほにといひはべりければ」和泉式部後拾遺集雑二九五〇）
たぐひありやあはれもふかきみ山べに木のまの月をみる心こそ（ 「
月」
拾玉集九二五）
撰外歌であるが、良経の「古寺残月」歌も、初瀬が舞台であり、 「木の間」に「有明の月」をみている。
鐘の音に初瀬の桧原たづねきてわくる木の間に有明 月（秋篠月清集
一一一九）
「有明」は月が天にありな ら夜が明ける頃で、結句の「有明の空」において、 「暁」から 」へと「木 間」から見える「空」がたちまち一転したことにこの歌の眼目がある。○
月きよみ
月が澄んで清かに照らしているので、の意。 「行くゑ跡な
き」にかかると見る。雲がどこ
消えてしまったのか、跡かたもない、
と続く。○
波のよそなる浮雲
「波のよそなる」は「雲のよそ（なる） 」という
常套句を逆にした表現であろう。
大空の月だに宿はいるものを雲のよそにもすぐる君かな（ 「まへ た
りしたまけるに、女、この月はいかがときこえたりければ」元良親王集一五〇）
かりがねの空に文かく玉梓は雲のよそなる人さへぞ見る（ 「 り」四
条宮下野七七）
紫の雲のよそなる身なれどもたつときくこ うれしかりけれ（ 「陽明
門院はじめて后にたたせ給けるをききて」江侍従後拾遺集賀四六〇）
「雲」は手の届かない遠い所にあるので、身近でない、無縁、といった
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意味の「よそ」と連合するのである。 「波のよそ」という表現は、次の先例があるが、これは「雲」とは関係がない。
をちへゆく舟のともともあらましをうきはなれぬる浪のよそかな （ 「し
りたる人の伊与へくだるに」輔親集三四）
番歌では、 「波とは関係がない浮雲」という意味になる。54
○行くゑ跡なき
これは、 「波」に関係する詞である。
世の中をなににたとへむあさぼらけこぎゆく舟のあとのしら浪（沙弥
満誓拾遺集一三二七）
白波の跡なきかた 行く舟も風ぞたよりのしるべなりける（藤原勝臣古今集恋一四七二）
すぐに消えてしまう航跡は無常の比喩、行方定めぬ不安の表象として定着し、 「風」とともに、恋歌にも詠まれ 新古今時代には「跡なき波」という詞も生まれ いる。
それもなほ風のしるべはあるものを跡なき波の舟のかよひぢ（秋篠月
清集五五一南海漁夫百首）
しるべせよ跡 き波にこぐ舟 ゆくへもしらぬ八重 潮風（式子内親
王新古今集恋一〇七四正治二年初度百首）
和田の原跡なき浪の舟人もたよりの風はありとこそきけ（ 「寄 恋」
後鳥羽院仙洞句題 十首二八二）
今朝よりは風をたよりのしるべして跡なき浪も秋やたつらん（ 「秋」
拾遺愚草一〇三六千五百番歌合）
番歌では、主語 「浮雲」で、波ならば「跡なき」ものなのだけれど、54
波とは関係のない、大空のものである浮雲なのに、 「行くゑ跡なき」 （行方がわからない、跡をとどめない）と続 ていくことになる。○志賀の浦風
「志賀の浦」は近江国歌枕。番歌参照。四句まで「志
45
賀の浦」に掛 り、さらに改めてそこに吹く「志賀の浦 を提出する。【補説】俊成は、右歌には触れ
ず、左を推賞して勝とする態度である。
右歌は、 「月きよみ」
で「月明」を表し、 「波のよそなる」 「行くゑ跡な
き」などに先行歌を踏まえた表現の工夫がみられるものの、 に焦点が集中した感があり、題の「湖上」に期待される湖面の美しさの表現が乏しいと思われる。
廿八番古寺残月
左持
宮内卿
秋はなをおぼつかなしや初瀬山このうれもとに残る夜の月あき（ほ）
はつせ
のこよ
55
右
公経卿
寝覚とふ鐘より惜しきながめかな
小初瀬山の有明の月
ねざめかねお
をはつせ
56
左の「このうれもと」 、殊にきゝならはず侍れど、右又めづら
こと
しき心侍らねば、なずらへて為持。
レ
ト
【校異】○
左持―左勝（神二・青）○
あきはなを―秋もなを（彰二・
内・伊・神一・神二・宮一・鳳・宮二・桑・宮三・高・名）○
このう
れもとに
―この木のもとに（彰二・内）木
のこの本に（伊・神一）
木のこれもとに（神二・青）このこのもとに（名）○
かねよりおしき
―鐘の音さへ（彰二・内・伊・神一・名）鐘のこゑさへ（神二・青）
○なかめかな―おしきかな（彰二・内・伊・神一・神二・青・名）
○
左のこのうれもとことにきゝならはす侍れと―左このこのもと終に聞
ならはす侍り（彰二）左このこのもと終に聞ならはす侍り 内左
殊イ
このこの本ことに聞ならはす侍り（伊 一）左このこれもと殊にならはすはんへり （神二・青 左このうれもと殊にきゝならはす侍れ （宮一・宮三）左 うれもと殊にきゝならはす侍れと（鳳・宮二・桑）
左のこうれもとことにきゝならはす侍れと（高）左このこれもと殊
聞ならはす侍り（名）右又めつらし 心侍 ねは
―右又めつらしき
心なけれは（彰二・内・伊・神一・神 ・青・名）右又めつらし 心はへ侍らねは（宮一・宮二 桑 宮三）右又めつらしき所侍らねは（高）○
なすらへて為持―准て可為持（彰二・内・伊・神一・名）准
之可為勝（神二・青）【通釈】廿八番古寺の残月
左持
宮内卿
秋にはやはりぼうっとしてよく見えないことよ。初瀬山の木の梢や
55木の下に残る、夜明け方の月影よ。
右
公経卿
眠りから覚めて聞こえてくる明け方の鐘を聞いてからというもの、
52惜しいと思うながめであるよ。小初瀬山に出ている有明の月は。
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左の「このうれもと」という詞は、特に聞き慣れないのですが、右も又、歌の意味に新鮮な ころがありませんので、同程度とみて、引き分けにする。
【語釈】○古寺残月
廿六番参照。
○秋はなをおぼつかなしや
「おぼつかなし」は、ぼんやりして、はっ
きりしないことである。 に関していえば、秋よりも春の月についての例が目立つ。
霞のみ立ち隔つればながむれどおぼつかなしや春の夜の月（ 「霞隔つ
る月」美作六条斎院歌合永承六年一月三二）
かつみれどおぼつかなしや春の夜の月は霞のをちになりつつ（ 「霞隔
つる月」遠江六条斎院歌合永承六年一月三三
見ても猶おぼつかなきは春のよの霞をわけて出づる月かげ（小式部
禖子内親王家歌合庚申二）
もろともに旅の空には出でたれどあなおぼつかな春のよ 月（ 「三月
一日、清水寺にこもりたりしに、しのびたるけしきにてこもれるひとにいひつかはしける」基俊集一
〇五）
それを踏まえて、秋はやはり月がはっ さやかに見えない、と言っている。○初瀬山
廿七番参照。
○
このうれもとに残る夜の月
判詞の指摘通り、 「このうれもと」は用
例が他に見当たらない、 聞き慣れない詞で、 宮内卿の造語かと思われ「このうれ」と「このもと」を縮合した表現 あろう。
秋の山かげやかたぶくひぐらしのこのうれごとに鳴きわたるらん（家
持集二五七）
わび人のわきて立ちよるこの本はたのむかげなく紅葉ちりけり（ 「雲
林院の木のかげにたたずみてよみける」僧正遍昭古今集秋下二九二）
このもとにおらぬ錦のつもれるは雲の林の紅葉なりけり（詠み人しら
ず後撰集秋下四〇九
「このうれ」は木の梢、 「このもと」は木の下、樹下である。梢の月木の間から見える月、樹下の月は、木の間をもれて落ちる月影であろう
か。 「残る夜の月」の「残る夜」は漢語「残夜」を和語にした表現。 「残夜」は明け方近い頃、夜明け方のことである。 「残る」は「このうれもとに残る」と「残る夜」の掛詞になっている。○
寝覚とふ鐘より惜しきながめかな
「寝覚めとふ鐘」は眠りから覚め
たときに聞こえる鐘。明け方 鐘である。 「より」は起点を示す。鐘を聞いてから、の意。
独り寝の床はしどろに乱れつつ鐘よりのちもあかしわびぬる（ 「楊貴
妃」二条太皇太后宮大弐集一二六）
入会の鐘より鳥のやこゑま
で衣打つなる音ぞたえせぬ（ 「西山辺終夜
擣衣と云ふ題をよめる」教長集四六三）
などが参考になる。寝覚の鐘を聞いて目を覚ましてから惜しいと思う眺めであるよ、の意。○
小初瀬山の有明の月
小初瀬山の「小」は美称で、初瀬山に同じ。初
瀬山に夜が明けても出ている月よ、の意。【補説】左右ともに欠点があって引き分け なった例であ 。廿九番題同
左勝
鴨長明
初瀬山鐘のひゞきにおどろけば澄
みける月の入方の空
はつせかね
す
いりがた
57
右
具親
これやこの残る光の影ならん高野の山の有明の月
のこひかり
たかのゝありあけ
58
をの〳申〵いはく、左歌、 「鐘のひゞき」 「入方の空」 、猶
（まうして）
かね
かた
夜ふかくは残月の心いかゞ侍らん。又陳云、 「遊子猶行
（ちんじていはく）
ク二
残月」などいふもたゞ暁月也。暁月・残月、その心ことに分
ニ一
くべからぬにや。猶、歌のさま宜しとて、勝とすべきよし、判者是を申。
よろ
かち
【校異】○
これやこの
―是そ此の（伊）○ありあけの月
―あかつきの
月（彰二・内・伊・神一・神二・青）○
をの〳〵申いはく―ナシ（彰
二・内・伊・神一・神二・青・名）各申之（鳳・宮二・桑・宮三）○
入かたの月
―二類本により校訂入かたのそら（彰二・内・伊・神一
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・神二・青・名）○よふかくは
―よふるくは（神二・青○
残月の心
―
暁の比は（彰二・内・伊・神一・神二・青）有へきの心（宮一・鳳・宮二・桑・宮三）○いかゝ侍らん
―いかゝ侍らむや（彰二・内・伊・
神一・神二・青・名）○
又陳云
―陳云（伊）陳申いふやう（神二・
青）又陳申云（宮一 鳳・宮二 宮三）又陳申之（桑）陳申云（名）
○
遊子猶行残月なといふもたゝ暁月也
―遊子なを残月行なといふも夕
残月也（彰二・内）遊子猶残月行なといふも夕暁月也（伊・神二・
青）
遊子猶残月行なといふも夕暁月や（神一）○
暁月残月
―暁月（松・
宮一・宮二・桑・宮三）暁残月（彰二・内 伊 神一あかつき残月（神二・青）○
その心―ナシ（高）○わくへからぬにや
―わくへ
からさるにや（宮一・鳳・ 高）
歌のさまよろしとて
―左のうたのやう宜とて 伊 神一 神 青）○ ちとすへきよし―可勝也 彰二 内 伊 ）可勝之由（宮一 鳳・宮二・桑・宮三）可勝由（名）○判者是を申―判者申（伊）判と申之（神一）判者申了（神二・
青）判者申也（宮一・鳳・宮二・
宮三）判者申之（ 名）【通釈】廿九番題同じ（ 「古寺の
残月」 ）
左勝
鴨長明
初瀬山で（初瀬観音に参籠して）暁の鐘の響きに目を覚ます 、月
57が清らかに澄みわたっていたのだなあ、西の空に入り方になっている空に。
右
具親
これがまああの入定していまも高野にいらっしゃる弘法大師のご威
58光の姿というものであろうか。高野の山の有明の月よ。
めいめいが申しますことには、左歌は、 「鐘のひゞき」とあり「入方の空」とありますが、やはりもし夜更けならば、題の「残月」の心が（表現されていないと思われますが）いかがでしょうか。又、 （左方が）弁解していう （和漢朗詠集 暁題に） 「遊子猶残月に行く」などと詠んで るのも、ただ暁の月である。 「暁月」と「残月」 意味は特に区別することができない ではないか。やはり、歌の姿が結構であると うこと 、 （ 歌を）勝とする
のがよいと判者がそのように申し上げる。
【語釈】○
題同
「古寺残月」 。廿六番参照。
○
初瀬山
番歌参照。53
○
鐘のひゞき
長谷寺の鐘楼の鐘が夜明けを告げる音をいう。
○
おどろけば
「おどろく」は、目を覚ます、眠りから覚める。現象と
しては、寺の暁鐘の音で目覚めるということであるが、無明長夜の夢から覚めるという釈教的な意味を随伴することが見られ、この歌の場合もそれであろう。
長き夜の人の心におく霜の深さを鐘のおどろかすかな（秋篠月清集
二〇九十題百首）
暁を願ひしことはかへしてしを猶おどろかす鐘の音かな（ 「暁」祇園
百首（俊成）七九）
ぬるがうちに見るを夢とておどろけばなほ長き夜の暁 鐘（ 「閑暁」
明日香井和歌集六三三建保二年
寝覚めとふ遠山寺の鐘の音わが身のほか ものとやはきく（ 「閑暁」
明日香井和歌集六三四建保二年）
釈教的意味は、下句に真如の「月」が詠まれることで確認される。○
澄みける月の入方の空
「ける∧けり」は気づきの「けり」 。月が曇
りなく清らかに照らしていたのだな、 の月の西に傾いて没しようとしている空よ、というのである。西方浄土の方角であ 「西」は詞の上には顕れていないが、入方から暗示される。○
これやこの
これがあの、の意。 「これぞこの」と同じく、以前から
聞いて観念として知っていたことを目前の現実で確認し、肯定す 意常套句。番歌同様の「これやこの
……ならむ」の形を持つ歌をあげる。
58
これやこのうきよのほかの春ならむ花の ぼそのあけぼ のそら （ 「蓮
花初開楽」寂蓮法師新古今集釈教一九三八）
これや此おとにたかのの橋ならん聞きわたりしにた はざりけり
（ 「橋」田多民治集一五三）
これや此なき名たつた 里ならむ波のぬれぎぬきたるうの花（忠良
正治初度百首七二五）
傍線部が、既知の観念である。それを確認し肯定して る現実は下句で
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ある。○残る光の影
構文上、この句が既知の観念となるはずであるが難解で
ある。試案を記す。一つは、 「残る光の＋影」と分節する案である。下句に歌枕高野が詠まれる必然性からは、弘法大師と関わることが予想できる。弘法大師空海は、死んだのではなく、高野山の石室で入定留身しているという真言宗の信仰がある
。次の『千載集』の寂蓮歌は、当時の
高野信仰を端的に表している。
暁を高野の山に待つほどや苔の下にも有明の月（釈教一二三六）
この歌は、弥勒菩薩が世に現われ 暁を待 間 弘法大師は苔の下で入定されていることだ、という意味であ 「有明の月」 弘法大師の譬喩である。因みに
長き夜に朝日待つまの心にぞ高野の奥に有明の月（ 「仏寺」秋篠月清
集一八六）
という歌もある。朝日は弥勒、有明の月はこれも弘法大師の譬喩 ある可能性がある（和歌文学大系『秋篠月清集／明恵上人歌集』では「法華経」とする） 。これらを参考にすれば、番歌 「残るひかり」は消え
58
てしまわずに、入定して墓の中で弥勒を待って る弘法大師を指していると考えられる。 「残るひかりの影」は入定して残る弘法大師の光明の姿、とでもいう意味になろう。
いま一つ考えられるのは「残る＋光の影」と分節する案である。 「ひ
かりのかげ」は、漢語「光陰」 （月日、時間）の和語である。光陰を「光の陰」と端的に詠む先例は見出し難かったが、次のような例はあ 。
かくばかりおいぬと思へばいまさらにひかり つくるかげもをしまず
（ 「長年都不惜光陰」千里集六八）
次の『聞書集』の西行歌は、 「月の有明の の本文を持つ伝本もあるよしながら、光 同義語であ 「影」を反復してい と解される（和歌文学大系『山家集／聞書集／残集』 ）が、或いは「光陰」の意 そこ 含めて「月光の推移」を表している可能性 ある例である
秋の夜の月のひかりのかげふけてすそ野のはらにをしかなくな （八
九）
後年には例がある。
をしむべきひかりの陰よ出でて見る人をも た 夏のよの月（ 「夏月」
拾塵集（大内政弘）八一六）
こしかたもかくやみえましとどまらぬ光の陰も久かたの空（ 「往事渺
茫」柏玉集（後柏原院）一八五一）
「光陰」は「留まらぬ」 「過ぐ」 「惜しむ」などと共に用いられ「残らぬ」と表現される例は見いだせ
ないが、 「残る」は、題の「残月」の意を込
めて用いられたとみる。時は過ぎゆくもので、残らぬものであるが、 「残る光陰」というもの 、この下句の「高野の山の有明の月」がそうであろうか、と言ってい いうことになる。しかし、この解では、歌枕「高野」の必然性がわからないと 難があるので、先 案に たがって現代語訳した。○
高野の山
高野は紀伊国歌枕。弘仁七年八一六、弘法大師空海が開山
した金剛峯寺があり 題の 古寺 にあたる。先に挙げた千載集の寂蓮歌が、大師入定、弥勒下生 結合
した当時の高野山信仰をよく表してい
る。平安末期から和歌に詠まれるようになる。西行も高野山に庵を結んでいる。番歌を詠んだ具親にも「
高野山にこもりてよみ侍りける」と
58
いう詞書を持つ歌があり、参考になる。
いまこそは高野の峰の月を見て深き御法のほどもしらるれ（続後撰集
雑中一一一九）
○
遊子猶行残月
『和漢朗詠集』 「暁」題にある
ク二
ニ一
佳人尽飾於晨粧魏宮鐘動かじんことごとくしんさうをかざるぐゐきうにしやううごく遊子猶行於残月函谷鶏鳴ゆうしなほざんぐゑつにゆくかんこ ににはとりなく
の引用で、 「暁」題において「残月」と詠む証として提出されている。【補説】①番歌は永久百首の次の歌を参考にしていると思われる。
57
鐘の音におどろ されて西へ行く月の光をながめつるかな（ 「暁月」
大進永久百首二六六）
また、後鳥羽院は番歌に影響を受けて『外宮御百首』で次の歌を詠ん
57
でいる。
はつせ山あかつき方の鐘のおとにうちおどろきて月をみるかな（後鳥
羽院御集三八七）
②歌合の現場では、専ら番歌の表現が問題になっている。難じられ
57
た点は、詞足らずだが、 「鐘 ひゞき」 入方 空」とあるのがよくわからないと言っているのだろう。つまり朝方に没する月だとすれば、残月
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にならないし、夜更けだとすれば、これも「残月」の心にあわないという意味かと思われる。左方は、証を出して「暁月」でも「残月」だと弁解したのだが、この理詰めの応酬に対して、俊成は、 「歌 さま」を優先させて判断したのであった。判詞が番歌には全く触れるところがな
58
い理由はわから いが、或いは、上句の意味の取りにくさもあったかと思われる。弘法大師を詠ん い ものをとりあげ 貶して負にもしにくく、かといって勝にもできず番歌の評価に終始したかなどと想像す
57
る。卅番深山暁月
左
女房
住みなれて誰わが宿とながむらん
吉野の奥に有明の月
す
たれやどゝ
よしのゝおく
59
右勝
前権僧正
吉野山月は高根にかたぶきて嵐に残る鐘の一声よしの
たかね
あらしのこかね
60
左、深山たゞおもひやるばかりなり。おなじくは、我すみてみ
心イ
われ
んやまさるべく侍らんと定申。
メス
【校異】○よしのゝおくに
―よし野のおくの（彰二・内・伊・神一・神
二・青・高・名）○深山たゝおもひやるはかりなり
―深山の心たゝ思
心イ
ひやる斗也（彰二・内・神一・神二・青・宮一・鳳・宮二・桑・宮三・高・）深山の心只思遣る也（伊） 秋 なを（彰二・内・伊・神一・神二・宮一・鳳・宮二・桑・宮三・名）深山心たゝ思ひやるはかりなり（高）○おなしくはわれすみてみんやまさるへく―月は我すみ馴てみむやまさるへく（彰二・内 伊 神一 神二・青・名）おなしくわれすみなれてみむ さるへく（宮一・鳳・宮二・宮三）おなしくはわれす なれて見むまさ へく 桑）おな くはわれすみてみんやま
なれイ
さるへく（三）を しくは我すみなれてやまさるへく（高）○
定申
―申定（青）【他出】後鳥羽院御集一五五五（ 「同月十五夜撰歌合」 新続古
59
今集秋上四八四（ 「深山月といふことをよませ給うけ 」 ）
歌枕名寄二〇九一左注
60
【通釈】卅番深山の暁月
左
女房（後鳥羽院）
深山に住み慣れて誰がわが宿として月をながめているのだろう。吉
59野山の奥に在って見る有明の月よ。
右勝
前権僧正（慈円）
吉野山の月は山の頂に傾いて、 峰の嵐が吹き払う中に鐘の一声が （吹
60き払われずに）残って響くことよ。
左は、深山をただ外から思いやっているだけである。同じことならば、自分が深山に住んで月をみるならそのほうが勝っているといっていいでしょうと定め申し上げる。
【語釈】○
深山暁月
深山で見る暁の月。林葉集に同題が見える。 「深
山月」題は道済集、風情集、林下集にある。新古今集には「深山月」題で入集する（三九五） 。○
住みなれて誰わが宿とながむらん
吉野山の奥に住み慣れて、誰が我
が宿として月を眺めているだろう、の意。 「住む」には月の縁語「澄む」が響く。詠歌主体は、吉野山に住んでいるのではなく、深山を外から眺めてそこを我宿として住んで 人を思いやっている。この点を判詞は指摘している○
吉野の奥に有明の月
吉野は大和国歌枕。吉野山は現在の吉野山だけ
ではなく、金峰山・水分山・高城山・青根が峰など広範囲にわたる山岳地帯を指す。山岳信仰の地、隠遁の地、また雪深い深山とし 詠まれている。平安後期には桜の名所 も詠まれるようになっていた 「吉野の奥」という句は、千載
･ 新古今時代に例が見られるようになる。
たづねきて花見ぬ人やおもふらん吉野の奥をふかきものとは（寂蓮
右大臣家歌合治承三年）
世を捨てば吉野の奥にすむべきを猶たのまるる春日山かな（ 「山」
俊成五社百首二八六文 六年）
いづくにて風をも世をもうらみまし吉野の奥も花はちるなり（ 「円位
法師がすすめ侍りける百首歌の中に、花のうたとてよめる」藤原定家千載集雑中一〇七三）
「有明の月」に「在り」の掛詞がある。○
月は高根にかたぶきて
高根は高い山の頂、高い峰。吉野山の頂に月
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が没しようとしている状態で、題の「暁月」にあたる。高根に傾く月は、
真野の浦を漕ぎいでてみればさざなみや比良の高根に月かたぶきぬ（ 「湖上暁月」重家集一九九治承三年）
の先例がある。これは、湖上から比良の高根を望んでいるが、番歌は
60
題の「深山」にあたる吉野山の山中に居て高根を仰いでいるという位置取りになる。
あけぬとて月は高根に入りぬらむ声をば残せ山時鳥（ 「郭公」拾玉集
四三〇一）
と慈円は他にも高根に入る月を詠んでいる。○嵐に残る鐘の一声
峰は風の強い所で、 「峰の嵐」の句がある。 「嵐に
残る」は嵐に吹き払われず 残っているという意味にな 。 『千五百番歌合』の例はすべて視覚的 例である。
春過ぎてなほ深山辺をたづね見む嵐に残る花はありやと（三宮六七
七）
天つ空よもの雲霧消えはてて嵐に残る秋の夜の月 （忠良卿一三八三）竜田山木下臥しのあとにのみ嵐に残る紅葉なりけり（宮内卿一七五
二）
番歌は、 「鐘の一声」という聴覚的な景物を残るものとしている。慈60
円にはほかにも、 「さをしか 声
」を「嵐に残る」とした例がある
。
立田山峰のもみぢば散りはてて嵐に残るさをしかの声（拾玉集三六
二三）
嵐も吹き払うことができずに、その中でも聞こえてくる鐘の一声を表現する。 「吉野」において「鐘」が詠まれている例は、
さ夜ふかき吉野の奥の鐘の音も花の中にぞなほつきにける（通具俊成
卿女歌合八正治二年八月～建仁三年四月）
よしの山花にや宿をかりころも暮行く空 入あひ かね（為家内裏
詩歌合建保元年二月四〇）
よしの山いり逢のかねのおとさびてふりぬははな ほひなりけり（拾玉集四七三四）
【補説】左は後鳥羽院の歌だが、俊成が詠歌主体の居る場所という端的な理由をあげて負としている例である。
‐74‐
25 ???　?????????　????（?）?   
26??　??
